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本号で公布された
法令のあらまし

政 令

1130900

560400

1007100

項 中

742100

1080000

604300

730600

を

1092800

」
903700

ウクライナ

670400

1050000

573900

691200
「

1035800

を

800300

613000

998900

625500

ベラルーシ

940700
「

717600

1040000

584300

968500

559800

870000

845600

キューバ

676300

1010000

555600

923000

494100

850000

750500

1330000

634900

957300

847100
「

441600

796400

674500

1213900

593600

928600

771200

ベラルーシ

415300

768500

636400

1172500

」
885500

526900

695300

830000

389000

726700

598400

1110500

に 改 め 、 同 表 欧 州 の

813800
「

634600

756900

362800

657100
別 表 第 一 の う ち 一 大 使 館 の 表 中 南 米 の 項 中「 キューバ 1240000 1200000

1290000

を

に 、

587500

1080000

422800

851600

に 改 め 、 同 表 中 東 の 項 中

842600

517800

870000

392500

802200

777900

462100

815800

362300

719700

713200

434300

785500

」
637200

「

648400

406400

740200

を

554800

アフガニスタン

596600

664600
「

488800

980000

570700

589000

ロシア

455800

950000

544800

」
513500

950000

422800

907400

453000

884600

389900

881500

519000

1180000

」

「

」 ウクライナ

543600 」 800000

」

378600 に 、「 ロシア

」 を「 アフ
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◇在外公館に勤務する外務公務員の在勤基本手当
の額、在外住居手当に係る控除額及び限度額並
びに子女教育手当に係る自己負担額を定める政
令の一部を改正する政令（政令第三百三十三号）
（外務省）
１ 在外公館に勤務する外務公務員に支給する在
勤基本手当の額を改定する。（別表第一関係）
２ この政令は、令和八年十一月一日から施行し、
改正後の別表第一の規定の一部については、同
年八月一日から適用する。（附則関係）

           

◇国家社会機能継続性確保施策及び副首都の整備
に係る施策の推進に関する法律の施行期日を定
める政令（政令第三百三十四号）（内閣官房）
国家社会機能継続性確保施策及び副首都の整備
に係る施策の推進に関する法律（令和八年法律第
七十八号）の施行期日は、令和八年十月三十日と
する。

◇国家社会機能継続性確保施策・副首都整備推進
本部令（政令第三百三十五号）（内閣官房）
１ 事務局
 国家社会機能継続性確保施策・副首都整備
推進本部（以下「本部」という。）の事務局（以
下「事務局」という。）の事務局長は、関係の
ある他の職を占める者をもって充てられるも
のとする。（第一条関係）
 事務局に、事務局次長一人を置き、事務局
次長は、関係のある他の職を占める者をもっ
て充てられるもの等とする。（第二条関係）
 事務局に、審議官一人を置き、審議官は、
関係のある他の職を占める者をもって充てら
れるもの等とする。（第三条関係）
 事務局に、参事官三人以内を置き、参事官
は、関係のある他の職を占める者をもって充
てられるもの等とする。（第四条関係）

２ 事務局長等の勤務の形態
事務局長等は、その充てられる者の占める関
係のある他の職が非常勤の職であるときは、非
常勤とする。（第五条関係）
３ 本部の組織の細目
この政令に定めるもののほか、本部の組織に
関し必要な細目は、内閣総理大臣が定める。（第
六条関係）
４ 本部の運営
本部の運営に関し必要な事項は、国家社会機
能継続性確保施策・副首都整備推進本部長が本
部に諮って定める。（第七条関係）
５ 施行期日等
 この政令は、国家社会機能継続性確保施策
及び副首都の整備に係る施策の推進に関する
法律（令和八年法律第七十八号）の施行の日
（令和八年十月三十日）から施行する。（附則
第一項関係）
 関係政令について所要の改正を行うものと
する。（附則第二項及び第三項関係）

◇経済施策を一体的に講ずることによる安全保障
の確保の推進に関する法律施行令の一部を改正
する政令（政令第三百三十六号）（内閣府本府）
１ 経済施策を一体的に講ずることによる安全保
障の確保の推進に関する法律第七条の規定に基
づき、特定重要物資として、体外式膜型人工肺
を新たに指定する。（本則関係）
２ この政令は、公布の日から施行する。（附則関
係）

在 外 公 館 に 勤 務 す る 外 務 公 務 員 の 在 勤 基 本 手 当 の 額 、 在 外 住 居 手 当 に 係 る 控 除 額 及 び 限 度 額 並 び に

子 女 教 育 手 当 に 係 る 自 己 負 担 額 を 定 め る 政 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令 を こ こ に 公 布 す る 。

御 名 御 璽

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

内 閣 総 理 大 臣 高 市 早 苗

政 令 第 三 百 三 十 三 号

在 外 公 館 に 勤 務 す る 外 務 公 務 員 の 在 勤 基 本 手 当 の 額 、 在 外 住 居 手 当 に 係 る 控 除 額 及 び 限 度 額 並

び に 子 女 教 育 手 当 に 係 る 自 己 負 担 額 を 定 め る 政 令 の 一 部 を 改 正 す る 政 令

内 閣 は 、 在 外 公 館 の 名 称 及 び 位 置 並 び に 在 外 公 館 に 勤 務 す る 外 務 公 務 員 の 給 与 に 関 す る 法 律 （ 昭 和

二 十 七 年 法 律 第 九 十 三 号 ） 第 十 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 こ の 政 令 を 制 定 す る 。

在 外 公 館 に 勤 務 す る 外 務 公 務 員 の 在 勤 基 本 手 当 の 額 、 在 外 住 居 手 当 に 係 る 控 除 額 及 び 限 度 額 並 び に

子 女 教 育 手 当 に 係 る 自 己 負 担 額 を 定 め る 政 令 （ 昭 和 四 十 九 年 政 令 第 百 七 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。





ガ
ニ
ス
タ
ン

980000
900000
553600
474100

927400
848500
527000
447400

1090000

900700
821800

」

1060000

860600
781700

を

1004500

793900
714800

「

974700

727200
648000

イ
ラ
ク

イ
ラ
ン

930100

660400
581100
1000000
940000

855600

に
、

607000
527600
953000
892800

781200

1000000
920000
580300
500900
925300
864200

883700
821500

814400
750200

745100
678900

675800
607700

620400
550600

592600
522100

564900
493600

537200
465100

」

1030000
970000

に
改
め
る
。

706700
647100

617400
587600

557800
」
「
イ
ラ
ク

イ
ラ
ン

678900
698100
678900
678900

ジ
オ
ス
ト
ク

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

ロ
フ
ス
ク

ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク 611200
627200
611200
611200

543600
556300
543600
543600
810000
830000
810000
810000

475900
485400
475900
475900

421800
428700
421800
421800

394700
400300
394700
394700

367700
372000
367700
367700
573700
605900
573700
573700

770000
760000
770000
770000
340600
343600
340600
340600
501800
527900
501800
501800

719400
740600
719400
719400

」
444200
465500
444200
444200

415400
434300
415400
415400

386600
403100
386600
386600

357900
372000
357900
357900

」

に
改
め
る
。

「

645700
683900
645700
645700

別
表
第
一
の
う
ち
二

総
領
事
館
の
表
欧
州
の
項
中

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク

ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク

を 「
ウ
ラ
サ
ン
ハ
バ
ユ
ジ

760800
808700
760800
760800

717700
761900
717700
717700
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附

則

こ
の
政
令
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
政
令
に
よ
る
改
正
後
の
別
表
第
一
の
規
定
（
在
キ
ュ
ー

バ
、
在
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
在
ロ
シ
ア
及
び
在
イ
ラ
ン
の
各
日
本
国
大
使
館
並
び
に
在
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
日
本
国
総

領
事
館
に
係
る
部
分
に
限
る
。）は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

外
務
大
臣

茂
木

敏
充

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

（
事
務
局
長
等
の
勤
務
の
形
態
）

第
五
条

事
務
局
長
、
事
務
局
次
長
、
審
議
官
及
び
参
事
官
は
、
そ
の
充
て
ら
れ
る
者
の
占
め
る
関
係
の
あ
る
他
の
職

が
非
常
勤
の
職
で
あ
る
と
き
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

（
本
部
の
組
織
の
細
目
）

第
六
条

こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
の
組
織
に
関
し
必
要
な
細
目
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
。

（
本
部
の
運
営
）

第
七
条

本
部
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
・
副
首
都
整
備
推
進
本
部
長
が
本

部
に
諮
っ
て
定
め
る
。

国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
・
副
首
都
整
備
推
進
本
部
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
三
十
五
号

国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
・
副
首
都
整
備
推
進
本
部
令

内
閣
は
、
国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
及
び
副
首
都
の
整
備
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
八
年

法
律
第
七
十
八
号
）
第
三
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
事
務
局
長
）

第
一
条

国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
・
副
首
都
整
備
推
進
本
部
（
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。）の
事
務
局
（
以
下

「
事
務
局
」
と
い
う
。）の
事
務
局
長
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
事
務
局
次
長
）

第
二
条

事
務
局
に
、
事
務
局
次
長
一
人
を
置
く
。

２

事
務
局
次
長
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
を
助
け
、
局
務
を
整
理
す
る
。

（
審
議
官
）

第
三
条

事
務
局
に
、
審
議
官
一
人
を
置
く
。

２

審
議
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

審
議
官
は
、
命
を
受
け
て
、
局
務
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
し
、
関
係
事
務
を
総

括
整
理
す
る
。

（
参
事
官
）

第
四
条

事
務
局
に
、
参
事
官
三
人
以
内
を
置
く
。

２

参
事
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

参
事
官
は
、
命
を
受
け
て
、
局
務
を
分
掌
し
、
又
は
局
務
に
関
す
る
重
要
事
項
の
審
議
に
参
画
す
る
。

国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
及
び
副
首
都
の
整
備
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
三
十
四
号

国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
及
び
副
首
都
の
整
備
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定

め
る
政
令

内
閣
は
、
国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
及
び
副
首
都
の
整
備
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
八
年

法
律
第
七
十
八
号
）
附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
及
び
副
首
都
の
整
備
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
令
和

八
年
十
月
三
十
日
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之





そ
の
他
告
示

令和年月日 水曜日 第号官 報

科
学
技
術
に
お
け
る
研
究
開
発
の
た
め
の
協
力
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と

の
間
の
協
定
の
有
効
期
間
の
延
長
及
び
一
部
改
正

に
関
す
る
議
定
書

日
本
国
政
府
及
び
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
は
、

千
九
百
八
十
八
年
六
月
二
十
日
に
ト
ロ
ン
ト
で
署
名
さ

れ
、
千
九
百
九
十
三
年
六
月
十
六
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作

成
さ
れ
た
議
定
書
、
千
九
百
九
十
八
年
六
月
十
六
日
に
ワ

シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
議
定
書
、
千
九
百
九
十
九
年
三

月
十
九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
議
定
書
及
び
同

年
五
月
十
九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
議
定
書
に

よ
り
延
長
さ
れ
、
同
年
七
月
十
六
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作

成
さ
れ
た
議
定
書
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
及
び
改
正
さ
れ
、

二
千
四
年
七
月
十
九
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
議

定
書
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
二
千
十
四
年
四
月
二
十
三
日
に

東
京
で
作
成
さ
れ
た
議
定
書
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
二
千
二

十
四
年
七
月
十
五
日
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
作
成
さ
れ
た
議
定

書
に
よ
り
延
長
さ
れ
、
並
び
に
二
千
二
十
六
年
一
月
十
六

日
に
東
京
で
作
成
さ
れ
た
議
定
書
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
科

学
技
術
に
お
け
る
研
究
開
発
の
た
め
の
協
力
に
関
す
る
日

本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
（
以

下
「
協
定
」
と
い
う
。）の
有
効
期
間
が
二
千
二
十
六
年
十

月
二
十
日
に
終
了
す
る
こ
と
を
認
識
し
、

協
定
第
九
条
２
の
規
定
に
従
っ
て
行
動
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

協
定
第
五
条
１
並
び
に
第
九
条
１
及
び
２
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

１

協
定
第
五
条
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

両
締
約
国
政
府
は
、
合
同
高
級
委
員
会
を
設
置
す

る
。
合
同
高
級
委
員
会
は
、
両
締
約
国
政
府
の
適
当

な
高
い
レ
ベ
ル
の
代
表
者
を
共
同
議
長
と
す
る
。
日

本
国
政
府
側
の
議
長
は
、
外
務
大
臣
又
は
そ
の
選
定

す
る
者
と
す
る
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
側
の
議
長

は
、
科
学
技
術
政
策
局
長
又
は
そ
の
選
定
す
る
者
と

す
る
。

２

協
定
第
九
条
１
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

こ
の
協
定
は
、
署
名
に
よ
り
効
力
を
生
じ
、
終
了

す
る
時
ま
で
効
力
を
有
す
る
。
い
ず
れ
の
締
約
国
政

府
も
、
他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
い
つ
で
も
こ

の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
意
思
を
書
面
に
よ
り
通
告
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
そ
の
場
合
に
は
、
こ

の
協
定
は
、
そ
の
よ
う
な
通
告
が
行
わ
れ
た
日
の
後

六
箇
月
で
終
了
す
る
。

３

協
定
第
九
条
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

こ
の
協
定
は
、
両
締
約
国
政
府
間
の
相
互
の
合
意

に
よ
り
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
条

協
定
附
属
書
Ⅳ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

附
属
書
Ⅳ

知
的
財
産
に
対
す
る
権
利

Ⅰ

一
般
的
義
務

両
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
及
び
関
係
実
施
取

極
に
基
づ
い
て
創
出
さ
れ
、
又
は
提
供
さ
れ
る
知
的

財
産
の
適
切
か
つ
効
果
的
な
保
護
を
確
保
す
る
。
当

該
知
的
財
産
に
対
す
る
権
利
は
、
こ
の
附
属
書
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
配
分
す
る
。

Ⅱ

適
用
範
囲

Ａ

こ
の
附
属
書
の
規
定
は
、
両
締
約
国
政
府
又
は

そ
れ
ら
の
選
定
す
る
者
が
別
段
の
合
意
を
す
る
場

合
を
除
く
ほ
か
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ

る
全
て
の
協
力
活
動
に
適
用
さ
れ
る
。

Ｂ

こ
の
協
定
の
適
用
上
、「
知
的
財
産
」
と
は
、
千

九
百
六
十
七
年
七
月
十
四
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

で
作
成
さ
れ
た
世
界
知
的
所
有
権
機
関
を
設
立
す

る
条
約
第
二
条
に
掲
げ
る
対
象
事
項
を
い
い
、
両

締
約
国
政
府
が
合
意
す
る
そ
の
他
の
対
象
事
項
を

含
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｃ

各
締
約
国
政
府
は
、
必
要
に
応
じ
、
自
国
の
参

加
者
と
の
契
約
そ
の
他
の
法
的
手
段
を
通
じ
て
、

他
方
の
締
約
国
政
府
が
こ
の
附
属
書
の
規
定
に
基

づ
い
て
配
分
さ
れ
る
知
的
財
産
に
対
す
る
権
利
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
確
保
す
る
。
こ

の
附
属
書
の
規
定
は
、
締
約
国
政
府
と
そ
の
参
加

者
と
の
間
に
お
け
る
当
該
締
約
国
政
府
の
国
の
法

令
及
び
慣
行
に
よ
っ
て
決
定
す
る
配
分
を
変
更

し
、
又
は
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｄ

こ
の
協
定
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く

ほ
か
、
こ
の
協
定
の
下
で
生
ず
る
知
的
財
産
に
関

す
る
紛
争
は
、
関
係
す
る
参
加
機
関
の
間
又
は
必

要
に
応
じ
、
両
締
約
国
政
府
間
若
し
く
は
そ
れ
ら

の
選
定
す
る
者
の
間
の
討
議
を
通
じ
て
解
決
さ
れ

る
も
の
と
す
る
。
紛
争
は
、
両
締
約
国
政
府
間
の

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
及
び
副
首
都
の
整
備
に
係
る
施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施

行
の
日
（
令
和
八
年
十
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

２

職
員
の
退
職
管
理
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
内
閣
の
項
中
「
船
舶
活
用
医
療
推
進
本
部
に
置
か
れ
る
事
務
局
」
を
「
船
舶
活
用
医
療
推
進
本
部
に
置

国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施

か
れ
る
事
務
局

策
・
副
首
都
整
備
推
進
本
部
に
置
か
れ
る
事
務
局
」
に
改
め
る
。

（
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

３

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
二
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
一
条
中
「
人
工
知
能
戦
略
本
部
」
の
下
に
「
、
国
家
社
会
機
能
継
続
性
確
保
施
策
・
副
首
都
整
備
推
進
本
部
」

を
加
え
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

政
令
第
三
百
三
十
六
号

経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令

内
閣
は
、
経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律

第
四
十
三
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

経
済
施
策
を
一
体
的
に
講
ず
る
こ
と
に
よ
る
安
全
保
障
の
確
保
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
令
和
四
年
政
令
第

三
百
九
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
十
三
号
中
「
人
工
呼
吸
器
」
の
下
に
「
及
び
体
外
式
膜
型
人
工
肺
」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

高
市

早
苗

〇
金
融
庁
告
示
第
七
十
八
号

保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
百
三
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
八
年
十
月
九
日
、
プ
ル

デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
株
式
会
社
及
び
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命

保
険
株
式
会
社
に
対
し
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
か
ら
令

和
九
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
業
務
の
一
部
の
停
止

を
命
じ
た
の
で
、
同
法
第
二
百
七
十
四
条
第
一
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日金

融
庁
長
官

伊
藤

豊

業
務
の
一
部
の
停
止
の
範
囲

保
険
募
集
及
び
保
険
契
約
の
締
結
（
当
局
が
契
約
者
保

護
の
観
点
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
業
務
と
し
て
個
別
に
認
め

た
も
の
を
除
く
。）

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
二
十
五
号

令
和
八
年
十
月
二
日
に
東
京
で
、
科
学
技
術
に
お
け
る

研
究
開
発
の
た
め
の
協
力
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
有
効
期
間
の
延
長
及

び
一
部
改
正
に
関
す
る
議
定
書
の
署
名
が
行
わ
れ
、
同
議

定
書
は
、
同
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

茂
木

敏
充


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相
互
の
合
意
が
得
ら
れ
る
場
合
に
は
、
関
係
す
る

国
際
法
の
規
則
に
基
づ
い
て
拘
束
力
を
有
す
る
仲

裁
の
た
め
に
仲
裁
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
る
。
両
締

約
国
政
府
又
は
そ
れ
ら
の
選
定
す
る
者
が
書
面
に

よ
る
別
段
の
合
意
を
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
国

際
連
合
国
際
商
取
引
法
委
員
会
の
仲
裁
規
則
が
規

律
す
る
。

Ｅ

こ
の
協
定
の
終
了
又
は
失
効
は
、
こ
の
附
属
書

の
規
定
に
基
づ
く
権
利
又
は
義
務
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
で
は
な
い
。

Ⅲ

権
利
の
配
分

Ａ

各
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力

に
よ
り
直
接
に
生
ず
る
研
究
論
文
並
び
に
科
学
的

及
び
技
術
的
な
雑
誌
の
記
事
、
報
告
書
及
び
書
籍

を
翻
訳
し
、
複
製
し
、
及
び
公
に
頒
布
す
る
た
め

の
世
界
的
な
、
非
排
他
的
な
、
取
消
し
不
能
な
、

か
つ
、
無
償
の
利
用
権
を
有
す
る
。
こ
の
協
定
の

下
で
作
成
さ
れ
る
著
作
権
の
あ
る
著
作
物
の
写
し

で
あ
っ
て
公
に
頒
布
さ
れ
る
全
て
の
も
の
は
、
著

作
者
が
明
示
的
に
記
名
を
拒
否
し
な
い
限
り
、
著

作
者
の
氏
名
を
明
示
す
る
。

Ｂ

Ａ
に
規
定
す
る
権
利
以
外
の
全
て
の
形
態
の
知

的
財
産
に
対
す
る
権
利
は
、
次
の
と
お
り
配
分
す

る
。

客
員
の
研
究
者
を
受
け
入
れ
る
締
約
国
政
府

又
は
そ
の
選
定
す
る
者
及
び
客
員
の
研
究
者
を

雇
用
し
、
又
は
援
助
し
て
い
る
締
約
国
政
府
又

は
そ
の
選
定
す
る
者
は
、
当
該
客
員
の
研
究
者

が
こ
の
協
定
に
基
づ
く
協
力
活
動
に
参
加
す
る

前
に
、
当
該
客
員
の
研
究
者
が
創
出
す
る
知
的

財
産
に
対
す
る
権
利
の
配
分
に
つ
い
て
討
議

し
、
及
び
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ

う
な
決
定
が
行
わ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
客

員
の
研
究
者
は
、
受
入
機
関
の
方
針
に
従
っ
て

権
利
、
報
酬
、賞
与
及
び
使
用
料
を
受
領
す
る
。

こ
の
協
定
の
適
用
上
、
客
員
の
研
究
者
と
は
、

他
方
の
締
約
国
政
府
の
機
関
（
受
入
機
関
）
を

訪
問
し
て
い
る
研
究
者
で
あ
っ
て
、
当
該
機
関

の
み
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
活
動
に
従
事
し
て

い
る
も
の
を
い
う
。

⒜

の
規
定
の
対
象
と
な
る
協
力
活
動
以
外

の
協
力
活
動
の
下
で
一
方
の
締
約
国
政
府
が

雇
用
し
、
又
は
援
助
す
る
者
に
よ
っ
て
創
出

さ
れ
た
全
て
の
知
的
財
産
は
、
当
該
一
方
の

締
約
国
政
府
が
所
有
す
る
。
両
締
約
国
政
府

が
雇
用
し
、
又
は
援
助
す
る
者
に
よ
っ
て
創

出
さ
れ
る
知
的
財
産
は
、
両
締
約
国
政
府
が

共
同
で
所
有
す
る
。
さ
ら
に
、
知
的
財
産
を

創
出
し
た
者
は
、
当
該
創
出
し
た
者
を
雇
用

し
、
又
は
援
助
し
て
い
る
機
関
の
方
針
に

従
っ
て
報
酬
、
賞
与
及
び
使
用
料
を
受
領
す

る
権
利
を
有
す
る
。

⒝

各
締
約
国
政
府
は
、
実
施
取
極
そ
の
他
の

取
極
に
よ
る
別
段
の
合
意
が
な
い
限
り
、
自

国
の
領
域
内
に
お
い
て
、
協
力
活
動
の
過
程

で
創
出
さ
れ
る
知
的
財
産
を
利
用
し
、か
つ
、

他
の
者
に
対
し
当
該
知
的
財
産
を
利
用
す
る

こ
と
を
認
め
る
権
利
を
有
す
る
。

⒞

締
約
国
政
府
の
領
域
外
に
お
け
る
当
該
締

約
国
政
府
の
権
利
は
、
例
え
ば
、
協
力
活
動

に
対
す
る
両
締
約
国
政
府
及
び
そ
れ
ら
の
参

加
者
の
相
対
的
寄
与
、
知
的
財
産
の
法
的
保

護
の
取
得
及
び
実
施
権
の
許
諾
に
お
け
る
関

与
の
程
度
そ
の
他
適
当
と
認
め
る
要
素
を
考

慮
し
て
、
合
意
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。

⒟

⒜
及
び
⒝
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
い
ず

れ
か
一
方
の
締
約
国
政
府
が
、
特
定
の
事
業

が
他
方
の
締
約
国
政
府
の
国
の
法
令
に
よ
っ

て
保
護
さ
れ
な
い
知
的
財
産
の
創
出
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
、
又
は
つ
な
が
っ
た
と

信
ず
る
場
合
に
は
、
両
締
約
国
政
府
は
、
当

該
知
的
財
産
に
対
す
る
権
利
の
配
分
を
決
定

す
る
た
め
の
討
議
を
直
ち
に
行
う
。
当
該
討

議
が
開
始
さ
れ
た
日
の
後
三
箇
月
以
内
に
合

意
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お

い
て
、
い
ず
れ
か
の
締
約
国
政
府
の
要
請
が

あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
業
に
関
す
る
協
力

は
終
了
す
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て

も
、
知
的
財
産
を
創
出
し
た
者
は
、
⒜
の
規

定
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
報
酬
、
賞
与
及

び
使
用
料
を
受
領
す
る
権
利
を
有
す
る
。

⒠

全
て
の
協
力
活
動
の
下
で
行
わ
れ
る
各
発

明
に
つ
い
て
、
当
該
発
明
を
し
た
者
を
雇
用

し
、
又
は
援
助
し
て
い
る
締
約
国
政
府
は
、

他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
当
該
他
方
の

締
約
国
政
府
が
潜
在
的
に
有
す
る
権
利
を
確

定
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
必
要

な
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
及
び
情
報
と
と
も
に
、

当
該
発
明
を
速
や
か
に
開
示
す
る
。
い
ず
れ

か
一
方
の
締
約
国
政
府
は
、
当
該
発
明
に
係

る
自
国
の
権
利
を
保
護
す
る
た
め
、
他
方
の

締
約
国
政
府
に
対
し
、
当
該
資
料
又
は
情
報

の
出
版
又
は
一
般
公
開
を
遅
ら
せ
る
よ
う
、

書
面
に
よ
り
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
よ
う
な
遅
延
は
、
書
面
に
よ
る
別
段
の
合

意
が
な
い
限
り
、
発
明
側
の
締
約
国
政
府
が

他
方
の
締
約
国
政
府
に
対
し
発
明
を
開
示
し

た
日
か
ら
六
箇
月
の
期
間
を
超
え
て
は
な
ら

な
い
。

Ⅳ

商
業
上
の
秘
密
で
あ
る
情
報

こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
、
商
業
上
の
秘
密
と
し
て

適
時
に
特
定
さ
れ
た
情
報
が
提
供
さ
れ
、
又
は
創
出

さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
締
約
国
政
府
及
び
そ
の
参
加

者
は
、
適
用
さ
れ
る
法
令
及
び
行
政
上
の
慣
行
に

従
っ
て
当
該
情
報
を
保
護
す
る
。
情
報
は
、
当
該
情

報
を
有
す
る
者
が
当
該
情
報
か
ら
経
済
的
利
益
を
得

る
か
又
は
当
該
情
報
を
有
し
な
い
者
に
対
し
競
争
上

の
優
位
を
得
る
可
能
性
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
情
報

が
、
一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
な
い
か
又
は
他
の
情
報

源
か
ら
公
然
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
及
び
当

該
情
報
を
有
す
る
者
に
よ
り
秘
密
の
も
の
と
し
て
取

り
扱
う
義
務
を
適
時
に
課
す
る
こ
と
な
し
に
過
去
に

利
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
、「
商
業
上
の
秘

密
」
と
し
て
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

こ
の
議
定
書
は
、
両
締
約
国
政
府
の
署
名
の
日
に
効
力

を
生
ず
る
。
二
千
二
十
六
年
一
月
十
六
日
に
東
京
で
作
成

さ
れ
た
科
学
技
術
に
お
け
る
研
究
開
発
の
た
め
の
協
力
に

関
す
る
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
と
の
間
の

協
定
の
有
効
期
間
を
延
長
す
る
議
定
書
は
、
こ
の
議
定
書

が
効
力
を
生
ず
る
時
に
終
了
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正

当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
二
十
六
年
十
月
二
日
に
東
京
で
、
ひ
と
し
く
正
文

で
あ
る
日
本
語
及
び
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し

た
。日

本
国
政
府
の
た
め
に

茂
木
敏
充

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府
の
た
め
に

マ
イ
ケ
ル
・
ク
ラ
ツ
ィ
オ
ス

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
五
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
十
月
九
日
付
け
を

も
っ
て
次
の
よ
う
に
型
式
承
認
し
た
の
で
、
船
舶
等
型
式
承
認
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
五
十
号
）
第
十
二

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

型
式
承
認

番
号

物
件
の
名
称

物
件
の
型
式

製
造
者
の
名
称

製
造
者
の
住
所

第
5887号

第
一
種
白
灯

Ｎ
Ｌ
Ｌ
Ａ

１
Ｗ
Ｒ
伊
吹
工
業
株
式
会
社
大
阪
府
大
阪
市
旭
区
高
殿
一
丁

目
７
番
28号

第
5888号

第
一
種
紅
灯

〃
〃

〃
第
5889号

第
一
種
白
灯

Ｎ
Ｌ
Ｌ
Ａ

１
Ｗ
Ｒ

（
Ｄ
Ｃ
）

〃
〃

第
5890号

第
一
種
紅
灯

〃
〃

〃
第
5891号

第
一
種
白
灯

Ｎ
Ｌ
Ｌ
Ａ

１
Ｗ
Ｇ
〃

〃
第
5892号

第
一
種
緑
灯

〃
〃

〃
第
5893号

第
一
種
白
灯

Ｎ
Ｌ
Ｌ
Ａ

１
Ｗ
Ｇ

（
Ｄ
Ｃ
）

〃
〃

第
5894号

第
一
種
緑
灯

〃
〃

〃
第
5895号

第
一
種
紅
灯

Ｎ
Ｌ
Ｌ
Ａ

１
Ｒ
Ｇ
〃

〃
第
5896号

第
一
種
緑
灯

〃
〃

〃
第
5897号

第
一
種
紅
灯

Ｎ
Ｌ
Ｌ
Ａ

１
Ｒ
Ｇ

（
Ｄ
Ｃ
）

〃
〃

第
5898号

第
一
種
緑
灯

〃
〃

〃


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変
更
し
た
事
項

記

事

一

附
属
施
設

副
灯
四
個

灯

質

モ
ー
ル
ス
符
号

白
光

毎
一
〇

秒

に

Ｕ

（
・
・

）

光

度

実
効
光
度
一
四

〇
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
五
海
里

設
置
場
所

及
び
高
さ

本
灯
の
東
北
東

方
約
二
五
〇

メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か

ら
灯
火
ま
で

八
・
六
メ
ー
ト

ル
、

本
灯
の
東
北
東

方
約
一
四
〇

メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か

ら
灯
火
ま
で

七
・
六
メ
ー
ト

ル
、

本
灯
の
西
南
西

方
約
二
五
〇

メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か

ら
灯
火
ま
で

八
・
六
メ
ー
ト

ル
、

本
灯
の
西
南
西

方
約
一
七
〇

メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か

ら
灯
火
ま
で

七
・
六
メ
ー
ト

ル

記

事

副
灯
四
個
は
、

本
灯
に
同
期
し

て
い
る
。

二

鹿
島
液
化
ガ
ス
共
同
備
蓄
株
式

会
社
管
理

変
更
年
月
日

令
和
六
年
四
月
一
日

名

称

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
三

十
七
灯
）

位

置

所

在

地

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｃ
三

灯
）
の
南
東
方
約
五
三
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

二
五

一
八

東

経

一
三
五

一
七

〇
四

変
更
し
た
事
項

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
三

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
日

名

称

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
三

十
八
灯
）

位

置

所

在

地

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｃ
二

灯
）
の
南
東
方
約
八
二
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

二
五

一
九

東

経

一
三
五

一
七

〇
四

変
更
し
た
事
項

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
三

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
日

名

称

草
垣
島
灯
台

位

置

所

在

地

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
（
草
垣
島
）

北

緯

三
〇

五
一

四
二

東

経

一
二
九

二
七

五
二

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
三
九
〇
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

七
・
〇
海
里

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
五
日

記

事

一
時
変
更

名

称

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
三

十
三
灯
）

位

置

所

在

地

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｃ
三

灯
）
の
南
東
方
約
二
三
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

二
五

二
五

東

経

一
三
五

一
六

五
五

変
更
し
た
事
項

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
五

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
六
日

名

称

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｐ
三

十
四
灯
）

位

置

所

在

地

関
空
泉
州
沖
連
絡
橋
橋
梁
灯
（
Ｃ
二

灯
）
の
南
東
方
約
五
二
〇
メ
ー
ト
ル

北

緯

三
四

二
五

二
五

東

経

一
三
五

一
六

五
六

変
更
し
た
事
項

高

さ

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
五

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
六
日

名

称

川
白
港
新
西
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

北
海
道
古
宇
郡
神
恵
内
村
（
川
白
港

新
西
防
波
堤
外
端
）

北

緯

四
三

一
三

〇
一

東

経

一
四
〇

一
九

三
八

変
更
し
た
事
項

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
五
・

三
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
一
二

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
七
日

名

称

西
浦
港
足
保
一
号
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

静
岡
県
沼
津
市
（
西
浦
港
足
保
一
号

防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
五

〇
一

〇
八

東

経

一
三
八

五
〇

一
七

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
赤
光

毎
三
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
二
七
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

三
・
五
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
四
・

七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
五
・
三

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
七
日

名

称

小
浜
港
西
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

福
井
県
小
浜
港
（
西
防
波
堤
外
端
）

北

緯

三
五

三
〇

〇
三

東

経

一
三
五

四
四

〇
三

変
更
し
た
事
項

灯

質

群
せ
ん
赤
光

毎
一
二
秒
に
三
せ
ん

光

光

度

実
効
光
度
七
八
カ
ン
デ
ラ

光
達
距
離

五
・
〇
海
里

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
四
・

七
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
六
・
五

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
十
七
日

名

称

出
雲
日
御
碕
サ
カ
グ
リ
照
射
灯

位

置

所

在

地

島
根
県
出
雲
市
（
日
御
碕
）

北

緯

三
五

二
六

〇
三

東

経

一
三
二

三
七

四
七

変
更
し
た
事
項

光

度

三
、
七
〇
〇
、
〇
〇
〇
カ
ン
デ
ラ

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

名

称

美
々
津
港
灯
台

位

置

所

在

地

宮
崎
県
日
向
市
（
七
ツ
碆
）

北

緯

三
二

一
九

二
九

東

経

一
三
一

三
七

二
一

変
更
し
た
事
項

灯

質

単
せ
ん
白
光

毎
四
秒
に
一
せ
ん
光

光

度

実
効
光
度
四
二
〇
カ
ン
デ
ラ

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
二
十
五
日

名

称

鵜
石
鼻
灯
台

位

置

所

在

地

岡
山
県
備
前
市（
鹿
久
居
島
鵜
石
鼻
）

北

緯

三
四

四
二

一
三

東

経

一
三
四

二
〇

三
〇

変
更
し
た
事
項

灯

質

群
せ
ん
白
光

毎
一
四
秒
に
三
せ
ん

光

光

度

実
効
光
度
四
二
〇
カ
ン
デ
ラ

高

さ

地
上
か
ら
構
造
物
の
頂
部
ま
で
八
・

五
メ
ー
ト
ル

平
均
水
面
上
か
ら
灯
火
ま
で
二
三

メ
ー
ト
ル

変
更
年
月
日

令
和
八
年
九
月
二
十
九
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
四
十
一
号

航
路
標
識
の
廃
止
に
つ
い
て
、
航
路
標
識
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

海
上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一

名

称

伊
奈
港
西
防
波
堤
灯
台

位

置

所

在

地

長
崎
県
対
馬
市
（
伊
奈
港
西
防
波
堤

外
端
）

北

緯

三
四

三
三

二
八

東

経

一
二
九

一
八

四
九

廃
止
年
月
日

令
和
八
年
十
月
一
日

〇
海
上
保
安
庁
告
示
第
四
十
二
号

航
路
標
識
の
性
質
そ
の
他
の
変
更
に
つ
い
て
、
航
路
標

識
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
九
十
九
号
）
第
二
十
四
条

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

海
上
保
安
庁
長
官

宮
澤

康
一

名

称

鹿
島
液
化
ガ
ス
共
同
備
蓄
基
地
シ
ー

バ
ー
ス
灯

位

置

所

在

地

茨
城
県
鹿
島
港
（
鹿
島
港
指
向
灯
の

南
南
東
方
約
三
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

北

緯

三
五

五
五

三
五

東

経

一
四
〇

四
二

二
四





道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
大
字
玉
川

時
巣
沢
九
六
二
の
一
か
ら
同
町
大
字

松
岡
字
中
段
六
二
〇
〇
番
六
ま
で

前

ＡＢ

九
･
五
〇
〜
一
〇
二
･
六
五

一
二
･
六
四
〜
一
五
五
･
九
九
一
一
･
一
〇
〇

七
･
二
一
七

上
記
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ

は
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の
区
分

を
い
う
。

後

Ａ
Ｂ
･
Ｃ

九
･
五
〇
〜
一
〇
二
･
六
五

一
二
･
六
四
〜
一
五
五
･
九
九
一
一
･
一
〇
〇

一
〇
･
二
三
一

図
面
縦
覧
場
所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
山
形
河
川
国
道
事
務
所

製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

建
築
基
準
法
第
68条
の
25第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
35条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
流
量
調
整
型

担
体
流
動
ろ
過
循
環
方
式

大
阪
市
北
区
大
深
町
５
番
54号

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
南
館
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
㈱
ク
ボ
タ

代
表
取
締
役
花
田
晋
吾

茨
城
県
北
茨
城
市
磯
原
町
上
相
田
1099

46
日
東
電
気
㈱
磯
原
工
場

栃
木
県
日
光
市
足
尾
町
4447番

地
足
尾
化
学
工
業
㈱

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
下
山
40
１
㈱
吉
中
化
成

沖
縄
県
う
る
ま
市
具
志
川
3445番

地
㈲
三
和
工
業

６

26
Ｈ

002

ク
ボ
タ
浄
化
槽
Ｋ
Ｒ
Ｚ


１
Ａ
型

〃

１

〃
Ｋ
Ｒ
Ｚ


２
Ａ
１
型

〃

３

〃
Ｋ
Ｒ
Ｚ


３
Ａ
型

〃

５

〃
Ｋ
Ｒ
Ｚ


Ｂ
型

福
岡
県
宮
若
市
上
有
木
95番
地
㈱
協
立
九
州
工
場

〃

２

〃
Ｋ
Ｒ
Ｚ


２
Ａ
２
型

〃

４

〃
Ｋ
Ｒ
Ｚ


Ａ
Ｂ
型

製
造
者
の
住
所
・
氏
名

工
場
の
所
在
地
及
び
名
称

認
定

番
号

浄
化

槽
の

名
称

建
築
基
準
法
第
68条
の
25第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
法
施
行
令
第
35条
第
１
項
の
規
定
に
適
合
：
担
体
流
動
ろ

過
循
環
方
式

大
阪
市
北
区
大
深
町
５
番
54号

グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
南
館
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
㈱
ク
ボ
タ

代
表
取
締
役
花
田
晋
吾

茨
城
県
北
茨
城
市
磯
原
町
上
相
田
1099

46
日
東
電
気
㈱
磯
原
工
場

栃
木
県
日
光
市
足
尾
町
4447番

地
足
尾
化
学
工
業
㈱

滋
賀
県
甲
賀
市
水
口
町
下
山
40
１
㈱
吉
中
化
成

沖
縄
県
う
る
ま
市
具
志
川
3445番

地
㈲
三
和
工
業

６

26
Ｈ

003

ク
ボ
タ
浄
化
槽
Ｋ
Ｔ
Ｚ


１
Ａ
型

〃

１

〃
Ｋ
Ｔ
Ｚ


２
Ａ
型

〃

２

〃
Ｋ
Ｔ
Ｚ


３
Ａ
型

福
岡
県
宮
若
市
上
有
木
95番
地
㈱
協
立
九
州
工
場

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
百
六
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
北
地
方
整
備
局
長

小
島

優

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

百
十
三
号

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
三
十
三
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四
百
六
十
八
号

稲
敷
市
清
水
字
前
浦
一
七
七
七
番
一
地
先
か
ら
千
葉
県
香
取
郡
神

崎
町
小
松
字
京
田
二
〇
五
五
番
地
先
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面

に
表
示
す
る
部
分
の
み
。）

関
東
地
方
整
備
局
及
び
同
局
常

総
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
自
動
車

専
用
道
路
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
岐
阜
国
道
事
務
所
に
お
い

て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

一

道
路
の
種
類

一
般
国
道

二

路

線

名

四
百
七
十
五
号

三

指
定
す
る
道
路
の
部
分

区

間

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
口
ケ
島
字
寺
田
七
八
六
番
三
か
ら
同
町
口
ケ
島

字
中
島
五
一
九
番
一
ま
で

一
二
八
五
〜
二
六
一
三
六

〇
・
五
三
九

四

指
定
す
る
期
日

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
二
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

路
線
名

供

用

開

始

の

区

間

図
面
縦
覧
場
所

四
百
七
十
五
号

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
口
ケ
島
字
寺
田
七
八
六
番
三
か
ら
同
町
口

ケ
島
字
中
島
五
一
九
番
一
ま
で
（
た
だ
し
、
関
係
図
面
に
表
示
す

る
部
分
の
み
。）

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
岐

阜
国
道
事
務
所

供
用
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
九
号

浄
化
槽
法
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
四
十
三
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
十
月
六
日
付
け

を
も
っ
て
次
の
よ
う
に
工
場
に
お
い
て
製
造
さ
れ
る
浄
化
槽
の
型
式
を
認
定
し
た
の
で
、
同
法
第
十
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎





道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷
地
の
幅
員

延

長

備

考

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

諫
早
市
森
山
町
田
尻
字
東
九
平
次
一

六
一
六
番
一
〇
か
ら
同
市
小
野
町
三

三
二
番
一
ま
で

前

ＡＢＣ

六
・
五
〇
〜
五
〇
・
五
〇

一
二
・
六
四
〜
六
五
・
五
〇

一
二
・
〇
〇
〜
三
六
・
五
八

四
・
六
一
四

四
・
九
九
六

〇
・
八
三
〇

上
記
Ａ
・
Ｂ
及
び
Ｃ

は
、
関
係
図
面
に
表

示
す
る
敷
地
の
区
分

を
い
う
。

後

ＡＢＣ

六
・
五
〇
〜
五
〇
・
五
〇

一
二
・
六
四
〜
六
五
・
五
〇

一
二
・
〇
〇
〜
三
六
・
五
八

四
・
六
一
四

四
・
九
九
六

〇
・
八
三
〇

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
崎
河
川
国
道
事
務
所

国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
四
国
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

四
国
地
方
整
備
局
長

奥
田

晃
久

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

百
九
十
二
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

徳
島
県
三
好
郡
東
み
よ
し
町
加
茂
一
八
四
一
番
四
地
先
か
ら

同
町
加
茂
一
七
九
六
番
一
ま
で

前後

一
三
・
八
八
〜
一
四
・
七
三

一
三
・
五
八
〜
一
四
・
七
三

〇
・
〇
〇
八

〇
・
〇
〇
八

図
面
縦
覧
場
所

四
国
地
方
整
備
局
及
び
同
局
徳
島
河
川
国
道
事
務
所

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

五
十
七
号
及
び
二
百
五
十
一
号

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
百
一
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
百
九
十
七
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

佐
世
保
市
江
迎
町
中
尾
二
五
番
一
か
ら
同
市
江
迎
町
中
尾
二

四
番
一
〇
ま
で

前後

一
三
・
八
〇
〜
六
一
・
三
〇

一
九
・
一
五
〜
七
二
・
二
〇

〇
・
一
四
五

〇
・
一
四
五

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
長
崎
河
川
国
道
事
務
所

衆

議

院

質
問
書
転
送

十
月
二
十
六
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し

た
。不

動
産
取
引
の
運
用
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書

会
議十

月
二
十
七
日
（
火
曜
日
）

午
後
一
時

本
会
議

参

議

院

質
問
主
意
書
転
送

十
月
二
十
六
日
次
の
質
問
主
意
書
を
内
閣
に
転
送
し

た
。公

共
交
通
機
関
等
の
車
両
・
船
舶
の
使
用
停
止
処
分
と

利
用
者
へ
の
影
響
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
石
垣
の
り

こ
提
出
）（
第
一
〇
号
）

公
助
を
求
め
る
国
民
の
声
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
奥

田
ふ
み
よ
提
出
）（
第
一
一
号
）

内

閣

特
命
全
権
大
使

伊
藤

康
一

同

奥
田

直
久

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
各
通
）（
十
月
二
十
三
日
）

法

務

省

加
藤

朋
寛

検
察
官
・
公
証
人
特
別
任
用
等
審
査
会
委
員
に
任
命
す
る

公
証
人
分
科
会
に
所
属
さ
せ
る

任
期
は
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る

萩
原

秀
紀

検
察
官
・
公
証
人
特
別
任
用
等
審
査
会
委
員
を
免
ず
る

高
等
裁
判
所
長
官

堀
田

眞
哉

法
制
審
議
会
委
員
に
任
命
す
る
（
以
上
十
月
二
十
三
日
）

外

務

省

（
在
オ
ー
ス
ト
リ
ア
日
本
国
大
使
館

参
事
官
）
外
務
技
官

志
賀

尚
子

人
事
院
規
則
十
一

四
第
三
条
第
一
項
第
五
号
に
よ
り
休

職
に
す
る

休
職
の
期
間
は
令
和
十
一
年
十
月
七
日
ま
で
と
す
る

休
職
の
期
間
中
、
給
与
は
支
給
し
な
い
（
十
月
八
日
）

〇
叙
位（

高
知
大
学
名
誉
教
授
）

北
條

正
司

正
四
位
に
叙
す
る

（
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）

佐
藤

眞

従
四
位
に
叙
す
る

新
津

勝
宏

星
野

周
弘

正
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）大

濱

嘉
彦

北
洞

勝
臣

鈴
木

潔

藤
原

良
範

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）井

上

昭
己

鬼
塚

宗
徳

佐
藤

慶
五

丹
野

貫
壽

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

市
岡

進

井
上

秀
利

遠
藤

忠
藏

大
浦

正
博

久
津
輪

太

五
賀

利
雄

橋
爪

稔

長
谷
部
正
二

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阿
部

昭

萩
原

清

原
田

順
一

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

濱
本

正
昭

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
一
日
）

（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）

岡
崎

恒
子

従
三
位
に
叙
す
る

（
信
州
大
学
名
誉
教
授
）

竹
下

徹

正
四
位
に
叙
す
る

（
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

橋
場

稔

従
四
位
に
叙
す
る

齋
藤

實

正
五
位
に
叙
す
る





官

庁

報

告

令和年月日 水曜日 第号官 報

加
藤

高
明

小
森

光
雄

西
谷

洌

宮
前
鍬
十
郎

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

池
田

智

貝
増

吉
郎

片
山

武
男

樺
澤

聡

末
房

長
明

高
田

芳
利

古
谷

孝
幸

宮
崎

忠

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

上
嶋

克
弘

柿
木

正
路

齊
藤

信
義

坂
本

勇

塚
原

榮

鶴
尾

芳
隆

東
條

篤
教

徳
永

利
美

中
村

照
和

芳
賀

鐵
夫

宮
崎

弘

湯
澤

健
吉

横
山

弘

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）小

林

照
信

塚
田

誠

寺
門

好
和

平
泉

憲
夫

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
二
日
）

（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

池
田

克
夫

正
四
位
に
叙
す
る

（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）

八
鍬

功

従
四
位
に
叙
す
る

小
橋
川
恒
一

後
藤

文
生

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

伊
佐

吉
秀

内
山

恒
雄

北
浦

義
久

木
本

清
徳

小
圷

孝

田
中

博

長
與
真
一
朗

半
澤

洋
次

藤
川

忠
良

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）穴

澤

純
夫

大
西

久
成

（
垂
水
市
議
会
議
員
）

川
越

信
男

高
塚

存
昶

丸
山

義
照

山
口

茂

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）齋

藤

正
一

町
口

昭
弘

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

高
橋

虎
彦

従
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
三
日
）

宮
澤

英
夫

従
五
位
に
叙
す
る

坂
本

幹
男

柳
田

直
吉

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

長
谷
川

巖

正
七
位
に
叙
す
る
（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

〇
叙
勲

大
浦

正
博

旭
日
双
光
章
を
授
け
る

松
屋

治
郎

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
一
日
）

（
垂
水
市
議
会
議
員
）

川
越

信
男

小
圷

孝

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

小
尾

孝
男

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
三
日
）

（
高
知
大
学
名
誉
教
授
）

北
條

正
司

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

（
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
）

佐
藤

眞

星
野

周
弘

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る
（
各
通
）

市
岡

進

鈴
木

潔

橋
爪

稔

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

井
上

秀
利

久
津
輪

太

萩
原

清

濱
本

正
昭

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
一
日
）

（
信
州
大
学
名
誉
教
授
）

竹
下

徹

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

（
岐
阜
大
学
名
誉
教
授
）

橋
場

稔

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

加
藤

高
明

樺
澤

聡

塚
原

榮

徳
永

利
美

芳
賀

鐵
夫

横
山

弘

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
二
日
）

長
與
真
一
朗

半
澤

洋
次

藤
川

忠
良

増
田

好
樹

町
口

昭
弘

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

高
橋

虎
彦

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
三
日
）

柳
田

直
吉

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る

木
村

敏
秋

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
二
十
四
日
）

太
田

壱

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
六
日
）

官

庁

事

項

東
北
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
北
地
方
整
備
局
長

小
島

優

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

七
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

酒
田
市
広
野
字
土
橋
一
二
一
番
一
か
ら
同
市
広
野
字
上
通
一
四
五
番
一
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

図

面

縦

覧

場

所

東
北
地
方
整
備
局
及
び
同
局
酒
田
河
川
国
道
事
務
所

中
部
地
方
整
備
局
公
示

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る

区
域
を
指
定
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道

路

の

種

類

一
般
国
道

路

線

名

百
五
十
五
号

占
用
を
制
限
す
る
区
域

区

域

備

考

豊
田
市
大
畑
町
三
反
田
か
ら
同
市
大
畑
町
神
戸
ま
で

制
限
の
対
象
と
す
る
占
用
物
件

新
た
に
地
上
に
設
け
る
電
柱
（
占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日
よ
り
前
に
占
用
を

認
め
ら
れ
た
電
柱
の
更
新
又
は
移
設
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）

た
だ
し
、
電
柱
を
地
上
に
設
け
る
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
当
該
道
路
の

敷
地
外
に
直
ち
に
用
地
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

占
用
を
制
限
す
る
理
由

緊
急
輸
送
道
路
の
占
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
。

占
用
の
制
限
の
開
始
の
期
日

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

図

面

縦

覧

場

所

中
部
地
方
整
備
局
及
び
同
局
名
古
屋
国
道
事
務
所
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号

官
報

通 運

海 事 補 佐 人 の 登 録 、 登 録 抹 消

海 事 補 佐 人 の 登 録 及 び 登 録 抹 消 を 次 の と お り し

た か ら 、 海 難 審 判 法 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 三 年 運 輸

省 令 第 八 号 ） 第 三 十 条 の 規 定 に よ り 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日
海 難 審 判 所 長 永 本 和 寿

登 録
登 録 番 号 氏 名 登 録 年 月 日

二 六 八 〇 佐 藤 公 亮 八 ・ 七 ・ 一 三

二 六 八 一 城 戸 裕 晶 〃 ・ 〃 ・ 二 二

二 六 八 二 小 玉 裕 一 〃 ・ 〃 ・ 二 七

二 六 八 三 片 田 政 治 〃 ・ 九 ・ 二 九

登 録 抹 消

登 録 番 号 氏 名 抹 消 年 月 日 抹 消
事 由

二 四 〇 〇 東 攻 八 ・ 八 ・ 一 二 死 亡

労 働

最低賃金の改正決定に関する公示
北海道労働局最低賃金公示第５号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、北海道鉄鋼業最低賃金（平
成20年北海道労働局最低賃金公示第２号）の一部
を次のように改正する決定をしたので、同法第19
条第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月 28 日

北海道労働局長 村松 達也
第４号中「１時間1165円」を「１時間1221円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

埼玉労働局最低賃金公示第６号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、埼玉県非鉄金属製造業最低
賃金（平成20年埼玉労働局最低賃金公示第２号）
の一部を次のように改正する決定をしたので、同
法第19条第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月 28 日

埼玉労働局長 田平 浩二
第４号中「１時間1161円」を「１時間1216円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

大阪労働局最低賃金公示第５号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、大阪府はん用機械器具製造
業、生産用機械器具製造業、業務用機械器具製造
業、暖房・調理等装置、配管工事用附属品、金属
線製品製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造
業最低賃金（令和７年大阪労働局最低賃金公示第
５号）の一部を次のように改正する決定をしたの
で、同法第19条第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月 28 日

大阪労働局長 蒔苗 浩司
第４号中「１時間1197円」を「１時間1258円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

国 家 試 験

令和８年度技術士第一次試験の試験会場
技術士法施行規則（昭和五十九年総理府令第五
号）第一条の二の規定に基づき、令和８年11月22
日に実施する令和８年度技術士第一次試験の試験
会場について、次のとおり公告する。
令和８年 10 月 28 日

文部科学大臣 関 芳弘
（試験日11月22日）
試験地 試 験 会 場
北 海 道 北海学園大学豊平キャンパス 札幌市

豊平区旭町４丁目１番40号
岩 手 県 岩手大学上田キャンパス 盛岡市上田

３丁目18番８号

宮 城 県 サンフェスタ 仙台市若林区卸町２丁
目15番地２号

東 京 都 学習院大学目白キャンパス 豊島区目
白１丁目５番１号
大正大学巣鴨キャンパス 豊島区西巣
鴨３丁目20番１号
日本大学経済学部３号館 千代田区西
神田１丁目２番５号
日本大学経済学部本館 千代田区神田
三崎町１丁目３番２号
明治大学和泉キャンパス 杉並区永福
１丁目９番１号

神奈川県 横浜市立大学金沢八景キャンパス 横
浜市金沢区瀬戸22番２号

新 潟 県 新潟青陵大学 新潟市中央区水道町１
丁目5939番地

大阪労働局最低賃金公示第４号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、大阪府鉄鋼業最低賃金（平
成20年大阪労働局最低賃金公示第５号）の一部を
次のように改正する決定をしたので、同法第19条
第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月 28 日

大阪労働局長 蒔苗 浩司
第４号中「１時間1185円」を「１時間1240円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

石 川 県 石川県地場産業振興センター 金沢市
鞍月２丁目１番地

静 岡 県 秀英予備校静岡本部校 静岡市葵区鷹
匠２丁目７番１号

愛 知 県 愛知大学名古屋キャンパス 名古屋市
中村区平池町４丁目60番６号

大 阪 府 大阪商業大学 東大阪市御厨栄町４丁
目１番10号
大阪電気通信大学寝屋川キャンパス
寝屋川市初町18番８号

兵 庫 県 神戸市外国語大学 神戸市西区学園東
町９丁目１番地

広 島 県 広島工業大学専門学校 広島市西区福
島町２丁目１番１号

香 川 県 英明高等学校 高松市亀岡町１番10号
愛 媛 県 人間環境大学松山道後キャンパス 松

山市道後樋又９番12号
福 岡 県 久留米大学御井キャンパス 久留米市

御井町1635番地
福岡工業大学 福岡市東区和白東３丁
目30番１号

鹿児島県 鹿児島大学郡元キャンパス 鹿児島市
郡元１丁目21番24号

沖 縄 県 ＫＢＣリゾート・エアライン＆ブライ
ダル専門学校 那覇市金城５丁目８番
６号

諸 事 項

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告
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失踪に関する届出の催告

除 権 決 定

破産手続開始
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書面による計算報告

免責許可決定

特別清算開始
令和８年（ヒ）第２０６０号
東京都千代田区麹町４丁目３番29号 ＶＯＲＴ
紀尾井坂６階
清算株式会社 ＫＴ商事株式会社
代表清算人 小林幸雄
１ 決定年月日 令和８年10月13日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第２号
栃木県佐野市下彦間町324番地６
清算株式会社 株式会社下彦間管理
代表清算人 田村 徹
１ 決定年月日 令和８年10月13日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。
宇都宮地方裁判所足利支部

令和８年（ヒ）第１０１号
（本店所在地）和歌山県紀の川市杉原１００番
地の１
清算株式会社 株式会社Ｋ整理会社
代表清算人 柏木 孝
１ 決定年月日 令和８年１０月１４日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

和歌山地方裁判所民事部
令和８年（ヒ）第１００３号
神戸市垂水区清水通４番２２号
清算株式会社 ＹＷ管理株式会社
代表清算人 武藤竜太郎

１ 決定年月日 令和８年１０月１３日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

神戸地方裁判所第３民事部
令和８年（ヒ）第１４号
栃木県宇都宮市泉町６番３０号
清算株式会社 株式会社サンシャイン
代表清算人 大﨑史雄
１ 決定年月日 令和8年10月9日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

宇都宮地方裁判所第1民事部
令和８年（ヒ）第２号
秋田県湯沢市大町二丁目１番２５号
清算株式会社 株式会社富谷商店
代表清算人 冨谷 公治
１ 決定年月日 令和８年１０月１３日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

秋田地方裁判所横手支部
令和８年（ヒ）第１００３号
横浜市中区海岸通１丁目１番地
清算株式会社 株式会社ＫＲ企画
代表清算人 中村 信仁
１ 決定年月日 令和８年10月13日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

横浜地方裁判所第３民事部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第１０１号
広島県三次市南畑敷町４８４番地
清算株式会社 三次フードセンター株式会社
１ 決定年月日 令和８年１０月１３日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

広島地方裁判所三次支部
令和８年（ヒ）第１０２号
広島県三次市南畑敷町４８７番地の１
清算株式会社 三次土地建物株式会社
１ 決定年月日 令和８年１０月１３日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

広島地方裁判所三次支部
令和８年（ヒ）第１０３号
広島県庄原市西本町２丁目１番４０号
清算株式会社 株式会社三次フードセンター庄
原店

１ 決定年月日 令和８年１０月１３日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

広島地方裁判所三次支部
令和８年（ヒ）第１０４号
広島県三次市十日市西１丁目４番２１号
清算株式会社 三次麦酒株式会社
１ 決定年月日 令和８年１０月１３日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

広島地方裁判所三次支部
令和8年（ヒ）第3026号
大阪市東住吉区湯里一丁目１番６号
清算株式会社 株式会社Ｃｏｔｏｆ
１ 決定年月日 令和8年10月14日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。
大阪地方裁判所第６民事部
令和８年（ヒ）第１００１号
岡山県津山市北園町42番地13
清算株式会社 株式会社ｓａｔｅｒａ
１ 決定年月日 令和８年10月13日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

岡山地方裁判所津山支部
令和８年（ヒ）第１００２号
岡山県津山市北園町42番地13
清算株式会社 株式会社サンライト
１ 決定年月日 令和８年10月13日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

岡山地方裁判所津山支部

特別清算協定認可
令和８年（ヒ）第２号
奈良県高市郡明日香村大字岡1153番地
清算株式会社 株式会社平山電機興業
代表清算人 平山 茂樹
１ 決定年月日 令和８年10月13日
２ 主文 本件協定を認可する。

協定
１ 清算株式会社平山電機興業（以下「清算会
社」という。）は、各協定債権者に対し、本
協定の認可確定後１か月以内に、協定債権の
7.6616％を支払う。ただし、１円未満の端数
金額は切り捨てる。
２ 前項の弁済は、清算人代理人弁護士事務所
（大阪市中央区北浜三丁目２番12号北浜永和
ビル２階こまつ総合法律事務所）において行
う。ただし、弁済の方法として、協定債権者
が特定の銀行口座への振込送金を求めたとき
は、その指定口座宛に、清算会社の費用負担
で振込送金する。
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３ 本協定に基づく弁済日に、前項記載の弁済
の場所において弁済金を受領せず、かつ、同
日までに特定の銀行預金口座への振込送金を
求めなかった協定債権者に対しては、清算会
社は、当該弁済金を大阪法務局に供託する。
４ 各協定債権者は、清算会社に対し、清算会
社から前３項記載の金員の弁済を受けたとき
は、協定債権から弁済額を控除した残金につ
き、その債権を放棄する。
５ １ないし３項記載の弁済を行った後、清算
会社に新たな財産が発見されたときは、清算
人は、速やかにこれを換価し、各協定債権者
に対し、換価代金から必要な費用を控除した
残額を、協定債権額の割合に応じて支払う。
この場合において、各協定債権者が前項の規
定により行った残債権の放棄は、新たにされ
た弁済の限度で効力を失うものとする。

奈良地方裁判所葛城支部

関係人集会期日等
令和８年（ミ）第４号
名古屋市中区栄三丁目４番２１号
更生会社 株式会社トーシンホールディングス
関係人集会
期日 令和８年11月４日午後２時
場所 東京都目黒区中目黒２丁目４番１号

東京地方裁判所中目黒庁舎１階１０３債
権者集会室

会議の目的 意見聴取
令和８年10月19日

東京地方裁判所民事第20部

包括的禁止命令

小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報 小規模個人再生による再生手

続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

給与所得者等再生による再生
計画認可






令
和

年


月


日
水
曜
日

第




号

官
報

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

会 社 そ の 他 の 公 告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ）https://www.awi.co.jp/ja/
public̲notice/072.html

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 九 月 三 日

掲 載 頁 七 十 五 頁 （ 号 外 第 一 九 七 号 ）

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

札 幌 市 中 央 区 北 三 条 西 三 丁 目 一 番 地 六

（ 甲 ） エ ア ・ ウ ォ ー タ ー 産 業 ・ 医 療 ガ ス

株 式 会 社
代 表 取 締 役 遠 藤 仁

札 幌 市 厚 別 区 厚 別 東 三 条 三 丁 目 六 番 一 五 号

（ 乙 ） 伊 並 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 前 田 浩 一

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 紙 日 刊 工 業 新 聞

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 十 月 二 十 一 日

掲 載 頁 八 頁

（ 乙 ） 掲 載 紙 日 刊 工 業 新 聞

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 十 月 二 十 一 日

掲 載 頁 八 頁

令 和 八 年 十 月 二 十 八 日

札 幌 市 東 区 東 苗 穂 五 条 二 丁 目 五 番 一 九 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 Ｍ Ｉ Ｄ Ａ Ｌ Ｆ Ａ

代 表 取 締 役 相 川 政 二

北 海 道 釧 路 市 星 が 浦 大 通 二 丁 目 七 番 六 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 エ イ コ ー

代 表 取 締 役 相 川 拓 海




令和年月日 水曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

札
幌
市
中
央
区
南
十
六
条
西
十
丁
目
二
番
二
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
中
央
不
動
産

代
表
取
締
役

相
川

政
二

札
幌
市
東
区
東
苗
穂
五
条
二
丁
目
六
番
一
〇
号

（
乙
）
Ｍ
Ｉ
Ｄ
不
動
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

相
川

政
二

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
九
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
蓮
田
市
西
新
宿
五
丁
目
一
四
七
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｄ

代
表
取
締
役

相
川

政
二

栃
木
県
足
利
市
山
川
町
六
九
一
番
地
一

（
乙
）
フ
ァ
ー
レ
ン
栃
木
南
株
式
会
社

代
表
取
締
役

相
川

拓
海

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
九
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
九
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
蓮
田
市
西
新
宿
五
丁
目
一
四
七
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｄ

代
表
取
締
役

相
川

政
二

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
三
番
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表
取
締
役

相
川

政
二

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
、
丙
、
及
び
丁
の
権
利

義
務
全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
、
丙
、
及
び
丁
は
解
散

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
港
南
三
丁
目
五
番
一
〇
号

（
甲
）
合
同
会
社
こ
う
き

代
表
社
員

津
田

和
生

高
知
県
高
知
市
福
井
町
五
一
六
番
地
二

（
乙
）
合
同
会
社
り
ょ
う
ま

代
表
社
員

津
田

和
生

東
京
都
杉
並
区
高
円
寺
南
二
丁
目
一
番
二
号

（
丙
）
合
同
会
社
高
円
寺
リ
ア
ル
エ
ス
テ
ー
ト

代
表
社
員

津
田

和
生

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
七
丁
目
四

四

（
丁
）
合
同
会
社
城
南
会
計

代
表
社
員

津
田

和
生

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
両
社
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

（
甲
）
令
和
八
年
五
月
一
日
の
官
報（
号
外
第
一
〇
一
号
）

の
九
十
九
頁
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

（
乙
）
令
和
八
年
五
月
一
日
の
官
報（
号
外
第
一
〇
一
号
）

の
九
十
九
頁
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

沖
縄
県
那
覇
市
上
之
屋
一
丁
目
一
七
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
サ
ン
ク
ス
沖
縄

代
表
取
締
役

阿
部

晃
佳

沖
縄
県
那
覇
市
上
之
屋
一
丁
目
一
七
番
一
〇
号

（
乙
）
Ａ
Ｃ
Ｓ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

阿
部

晃
佳

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
自
動
車
販
売
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
甲
は
そ
れ
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

八
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
九
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

札
幌
市
東
区
東
苗
穂
五
条
二
丁
目
五
番
一
九
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｄ

Ａ
Ｌ
Ｆ
Ａ

代
表
取
締
役

相
川

政
二

埼
玉
県
蓮
田
市
西
新
宿
五
丁
目
一
四
七
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
Ｍ
Ｉ
Ｄ

代
表
取
締
役

相
川

政
二

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
旅
館
事
業
（
こ

れ
に
関
連
す
る
一
切
の
事
業
を
含
む
）
に
関
す
る
権
利
義

務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん

（
乙
）
掲
載
紙

宮
古
毎
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

七
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
二
丁
目
四
三
番
五

二
〇

一
号

（
甲
）
株
式
会
社
竹
屋
ホ
テ
ル

代
表
取
締
役

厚
海
智
一
朗

山
形
県
鶴
岡
市
湯
野
浜
一
丁
目
九
番
二
五
号

（
乙
）
株
式
会
社
竹
屋
旅
館

代
表
取
締
役

佐
藤

航

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ

せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
本
吸

収
分
割
は
、
甲
は
会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
会

社
法
第
七
八
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
株

主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
吸
収
分
割
の
決
定
を
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
八
日

掲
載
頁

七
十
一
頁
（
号
外
第
一
六
八
号
）

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
豊
島
区
目
白
三
丁
目
一
四
番
三
号

（
甲
）
メ
ド
ケ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

木
村

芳
朗

東
京
都
港
区
芝
公
園
二
丁
目
一
一
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ス
・
エ
ム
・
エ
ス

代
表
取
締
役

髙
畑

正
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
各
社

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
に

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h
ttp
s://n
o
v
a -h
o
ld
in
g
s.jp
/a
b
o
u
t/

p
u
b
licity

.h
tm
l

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.n
o
v
a
.co
.jp
/

（
丙
）h

ttp
s://w

w
w
.jib
u
n
m
ira
i.co
.jp
/

co
rp
o
ra
tio
n
/

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
丁
目
三
番
一
二
号

（
甲
）
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

稲
吉

正
樹

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
丁
目
三
番
一
二
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
カ
ン

パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

稲
吉

正
樹

東
京
都
品
川
区
東
品
川
二
丁
目
三
番
一
二
号

（
丙
）
自
分
未
来
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

稲
吉

正
樹





令和年月日 水曜日 第号官 報
新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
（
住
所
東
京
都
港
区
芝
公
園
二
丁
目
一
一

番
一
号
）
に
対
し
て
当
社
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
代
行

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
新
設
分
割
は
、
会
社
法
第
八
〇
五
条
の
規
定

に
よ
り
、
株
主
総
会
の
承
認
を
経
ず
に
行
い
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
港
区
芝
公
園
二
丁
目
一
一
番
一
号

株
式
会
社
エ
ス
・
エ
ム
・
エ
ス

代
表
取
締
役

髙
畑

正
樹

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
二
日
開
催
の
臨
時
総

会
に
お
い
て
、
北
武
事
業
協
同
組
合
の
組
織
を
変
更
し
て

株
式
会
社
（
組
織
変
更
後
の
商
号

株
式
会
社
北
武
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、
本
店
所
在
地

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通

六
丁
目
一
番
一
五
号
）
と
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

札
幌
市
豊
平
区
月
寒
中
央
通
六
丁
目
一
番
一
五
号

北
武
事
業
協
同
組
合

代
表
理
事

西
川

幸
伸

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

埼
玉
県
川
口
市
戸
塚
一
丁
目
九
番
一
五
号
チ
ャ
ー

ル
ズ
２

合
同
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
Ａ

代
表
社
員

南

真

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

千
葉
県
成
田
市
桜
田
八
四
〇
番
地

合
同
会
社
慶

代
表
社
員

山
倉

昭
夫

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
シ
ー
ア
イ
エ
ッ
ク
ス
と
し
ま

す
。こ

の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
一
〇
番
八
号
渋
谷

道
玄
坂
東
急
ビ
ル
二
Ｆ

Ｃ
合
同
会
社
Ｃ
ｉ
Ｘ
Ｘ

代
表
社
員

安
村

恭
輔

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
松
永
町
一
八
番
地
相
澤
ビ

ル
三
階

Ｃ
ｕ
ｒ
ｅ

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
探
偵
合
同
会
社

代
表
社
員

武

正
弘

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
中
央
区
八
丁
堀
四
丁
目
二
番
一
〇
号
Ａ
Ｏ

Ｊ
税
理
士
法
人
内

合
同
会
社
ワ
イ
エ
ム
エ
ー

代
表
社
員

阿
部

洋
介

組
織
変
更
公
告

当
組
合
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
鐘
渕
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
墨
田
区
墨
田
二
丁
目
九
番
五
号

墨
東
旅
客
自
動
車
協
同
組
合

代
表
理
事

佐
藤

要
一

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
九
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
世
田
谷
区
深
沢
一
丁
目
三
七
番
六
号

株
式
会
社
Ｉ
Ｒ
Ｃ
２

代
表
取
締
役

田
中

修
治

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

名
古
屋
市
千
種
区
内
山
一
丁
目
四
番
一
〇
号

Ｆ
ｅ
ｅ

Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
合
同
会
社

代
表
社
員

岡
田

拓
也

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｅ

と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

福
岡
市
中
央
区
六
本
松
四
丁
目
九
番
三
九
号
オ
ー

ク
ス
六
本
松
駅
前
三
〇
一

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
合
同
会
社

代
表
社
員

秋
山

大
亮

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

沖
縄
県
那
覇
市
牧
志
三
丁
目
一
三

六
二
フ
ェ
ア

ス
テ
ィ
ッ
ク
牧
志
二
〇
三

合
同
会
社
ビ
ッ
ク
ド
リ
ー
ム

代
表
社
員

山
城

大
夢

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
六
千
五
百
万
千
三
百
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://co

rp
.ca
itech

.co
.jp
/p
u
b
lic -n

o
tice/

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
新
宿
区
新
宿
一
丁
目
二
三
番
一
号

カ
イ
テ
ク
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
藤

高
史

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
七
百
万
円
減
少
し
三
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
三
丁
目
三
四
番
一
三
号

億
瓏
貿
易
株
式
会
社

代
表
取
締
役

葉

燕

姫

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
九
千
九
百
九
十
九
万
六

千
二
百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
し
、
同
時
に
株
式
の
発
行
に
よ
り
増
額
い
た
し
ま

す
の
で
、
効
力
発
生
日
後
の
資
本
金
の
額
は
同
日
前
を
下

回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
五
日

掲
載
頁

五
十
五
頁
（
号
外
第
一
三
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

愛
知
県
半
田
市
北
末
広
町
一
〇
番
地

株
式
会
社
ゾ
ー
エ
キ
ャ
ピ
タ
ル

代
表
取
締
役

中
埜

美
和

組
織
変
更
公
告

当
社
は
合
同
会
社
か
ら
株
式
会
社
へ
組
織
変
更
し
ま

す
。
効
力
発
生
日
令
和
八
年
十
二
月
十
日
、
組
織
変
更
後

の
商
号
は
株
式
会
社
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
で

す
。異

議
あ
る
債
権
者
は
翌
日
よ
り
一
箇
月
以
内
に
お
申
し

出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

香
川
県
高
松
市
西
春
日
町
一
一
七
四
番
地
一
伊
鍋

ハ
イ
ツ
三
〇
一

Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

Ｔ
ｒ
ａ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
合
同
会
社

代
表
社
員

ア
ク
バ
ル

ア
リ
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正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）終り

か
ら

一
三
二

九令
和
８
年

令
和
９
年

令和年月日 水曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
二
億
一
千
万
円
減
少
し
四

億
九
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

三
一
九
頁
（
号
外
第
一
〇
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

滋
賀
県
彦
根
市
清
崎
町
六
〇
番
地

株
式
会
社
Ｄ
Ｎ
Ｐ
高
機
能
マ
テ
リ
ア
ル
彦
根

代
表
取
締
役

菊
川

暁

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
二
百
万
円
減
少
し
九
千

八
百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
四
丁
目
四
番
六
号

日
本
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
久
保
和
則

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
資
本
準
備
金
の
額
を
二
千
六
百
七
十
二
万
二
千

四
百
八
十
六
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

横
浜
市
鶴
見
区
鶴
見
中
央
四
丁
目
五
番
九

株
式
会
社
中
工
Ｈ
Ｄ

代
表
取
締
役

金
井

健
治

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
千
五
百
四
十
二
万
五
百
三

十
八
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
八
千
五
百
四
十
二
万
五
百

三
十
六
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千
万
円
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
七
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
四
丁
目
三
番
一
四
号

株
式
会
社
ツ
ク
ル
バ

代
表
取
締
役

野
村
駿
太
郎

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
北
区
東
十
条
一
丁
目
一
五
番
一
〇
号

株
式
会
社
モ
リ
タ
製
作
所

代
表
取
締
役

阿
左
見
秀
行

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
七
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

大
阪
市
平
野
区
瓜
破
南
二
丁
目
一
番
五
六
号

株
式
会
社
タ
ブ
チ

代
表
取
締
役

田
渕

貴
之

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
付
で
株
券
を
発

行
す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

沖
縄
県
浦
添
市
牧
港
五
丁
目
六
番
三
号

株
式
会
社
沖
永
開
発

代
表
取
締
役

末
広

良
憲

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
倉
田
愛

が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
八
王
子
市
中
野
山
王
二
丁
目
一
二
番
二
一

号

株
式
会
社
Ｔ
Ｍ
Ｚ

Ｋ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ

日
本
に
お
け
る
代
表
者

倉
田

愛

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
発
行
済
優
先
出
資
五
千
五
百
七
十
万
口
を
消

却
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
優
先
出
資

証
券
を
所
有
す
る
方
は
、
効
力
発
生
日
で
あ
る
令
和
八
年

十
二
月
一
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

Ｈ
ｅ
ｒ
ａ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

田
中

雅
勝

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
産
の
流
動
化
に
関
す
る
法
律
第
百
九
条
に

基
づ
き
、
優
先
資
本
金
の
額
を
金
五
千
五
百
七
十
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
四
日

掲
載
頁

七
十
五
頁
（
号
外
第
八
十
七
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

Ｈ
ｅ
ｒ
ａ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

田
中

雅
勝

取
消
公
告

令
和
八
年
八
月
二
十
四
日
（
号
外
第
一
八
八
号
）
掲
載

の
合
併
公
告
及
び
決
算
公
告
（
枠
組
）
中
、
合
併
公
告
の

み
を
取
消
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
八
日

東
京
都
大
田
区
中
央
六
丁
目
二
八
番
五
号

（
甲
）
株
式
会
社
旭
工
業

代
表
取
締
役

影
山

忍

東
京
都
台
東
区
台
東
三
丁
目
四
六
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
エ
ム
ケ
イ

代
表
取
締
役

横
尾

実

令
和
八
年
五
月
十
九
日
（
号
外
第
百
十
号
）
海
上
保
安

庁
告
示
第
十
七
号
（
港
則
法
施
行
規
則
第
十
一
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
進
路
を
他
の
船
舶
に
知
ら
せ
る
た
め
に
船

舶
自
動
識
別
装
置
の
目
的
地
に
関
す
る
情
報
と
し
て
送
信

す
る
記
号
及
び
港
則
法
施
行
規
則
第
十
一
条
第
二
項
の
港

を
航
行
す
る
と
き
の
進
路
を
表
示
す
る
信
号
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示
）

（
原
稿
誤
り
）

二
〇
ペ
ー
ジ
第
二
条
表
中
一
行
目
か
ら
三
行
目
ま
で
の

各
行
は
、
い
ず
れ
も
縦
書
き
と
す
る
。

令
和
八
年
十
月
一
日
掲
載
の
松
山
家
庭
裁
判
所
西
条
支

部
に
係
る
令
和
八
年
（
家
）
第
一
四
一
号
相
続
財
産
清
算

人
の
選
任
及
び
相
続
権
主
張
の
催
告
中


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